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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗︓改善　↘︓悪化　→︓変化なし　―︓数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位︓千円、⼈）

補正予算等

15,244
△ 3,993
△ 8,055

職員数

6.0
6.0
6.0

決算額

10,621
11,508

うち一般財源
22,714
12,101
11,709

合計
（予算現額）

23,752
12,101
11,709

うち今回補正額
区分

R6年度
R5年度
R4年度

前年度繰越

0
0
0

当初予算

8,508
16,094
19,764

予算額

15,244

事業番号 02 01 01 事業改善シート（令和６年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

〇少⼦化・⼈⼝減少など本県は様々な課題に直⾯しているが、しあわせ信州創造プラン3.0の目指す⽅向性を県⺠と共有し、普及を
⾏うとともに着実な推進を図る必要がある。
〇SDGｓ達成については、最終年である2030年まで折り返しを迎えた中、県⺠・ステークホルダー等とともに更なる取組の普及・拡⼤を
図る必要がある。

○しあわせ信州創造プラン3.0の基本目標である「確かな暮らしを守り、信州からゆたかな社会を創る」を実現していく。
○SDGｓの達成により「誰一⼈取り残さない、持続可能な社会」を実現していく。

①しあわせ信州創造プラン3.0の推進

pref.nagano.lg.jpseisaku

・急激な⼈⼝減少の緩和と⼈⼝減少社会への適応を進めるため、県⺠や産業界、地域、⾏政がオール信州で対策を推進する県⺠会
議（仮称）を⽴ち上げて戦略を決定し、必要な広報等を実施

※その他の事業は当初予算のとおり

②信州SDGｓの推進
当初予算のとおり

E-mail

実績 実績 推移
R6年度
目標値

No. 施策分野（施策の総合的展開名）

事　業　名 総合計画等推進費 部局 企画振興部 課・室 総合政策課
実施期間 H25 〜

達成
状況 目標値設定理由

R5年度
実績 推移

単位
R3年度 R4年度

No. 指標名

年 数値
直近３か年の状況

年 数値
目標

年 数値
達成目標

（★印が付いているものは主要目標） 年 数値
単位

着実な認知度アップを目指し、65％に設定

①

② 65.0↗58.843.9 63.5↗%

指標なし

SDGｓの県⺠認知度



3

R6年度
予算

R5年度
予算現額

R4年度
予算現額

予算現額

事　業　名 総合計画等推進費
事業番号 02 01 01 細事業⼀覧（令和６年度実施事業分） □当初要求　□当初予算案 　■補正予算案　□点検

2

1

細事業
No. 細事業名

計画⾏政費

No.

1

うち今回
補正額

千円

11,709 12,101

千円 千円

23,752
15,244

部局 企画振興部 課・室 総合政策課

令和６年度実施内容（予定）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

総合計画の進捗状況について審議するため、総合計画審議会を開催するほか、有
識者意⾒聴取や先進事例の視察等を実施

総合計画審議会を１回開催予定

少⼦化対策及び今後の⼈⼝減少を前提とした社会づくりを検討するため、少⼦化・
⼈⼝減少対策戦略検討会議を開催

会議を４回程度開催予定

SDGｓアワード等の開催や、SNS等での発信によりSDGｓの取組の更なる普及・
啓発を図る

SDGｓアワード等を計１回、県政出前講座を実施予定

直接

直接

細事業を構成する主な取組

しあわせ信州創造プラン3.0推進のた
めの有識者意⾒聴取等

少⼦化・⼈⼝減少対策戦略検討会
議の開催

信州SDGｓの推進

実施⽅法
直接

委託

4 「県⺠会議(仮称)」の運営

負担⾦ 急激な⼈⼝減少の緩和と⼈⼝減少社会への適応を進めるため、県⺠や産業界、
地域、⾏政がオール信州で対策を推進する県⺠会議（仮称）を⽴ち上げて戦略
を決定し、必要な広報等を実施

会議を２回程度開催予定　広報ツールの検討・製作


